
この広報誌は、共同募金でつくられています。

昨年11月６日（金）から11月９日（月）までの

４日間にわたり、最後の「小矢部市善意作品頒

布会」を開催しました。

多くの皆さまにご入札いただきました結果

833,900円の売上げがございました。この売上

金は、地区社会福祉協議会の福祉事業に役立て

られます。ありがとうございました。

また、長年、出品にご協力いただきました先

生方、ご来場いただきました皆さま、そして運

営にご協力いただきました地区社会福祉協議会

の皆さま、大変ありがとうございました。ご協

力いただきました皆さまに心より感謝申し上げ

ます。
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小矢部市善意作品頒布会

〜ご協力ありがとうございました〜
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新年のご挨拶
　　　　小矢部市社会福祉協議会　会長　日光　久悦

皆様には、新春を清々しい気持ちでお迎えのことと心からお

喜び申し上げます。

昨年から世界中に広がりをみせた新型コロナウイルス感染症

は、人と人が向き合うことに活動の基本をおく福祉活動の現場に、非常に大きな影響を与

えました。この影響下の中、本会の地域福祉事業の取り組みに対し、多大なご支援とご協

力を賜り、心から感謝申し上げます。

さて、現在国においては、制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」・「受け手」の関

係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、人と人、人と資源

が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民ひとりひとりの暮らしと生きがい、

地域をともに創っていく社会を目指し、各種政策として動き始めております。小矢部市に

おきましては、「心がやすらぐ健康とあたたかな福祉で支え合うまち」を基本目標の１つ

として、総合的、計画的な施策が展開されております。

このような状況にあって、「みんなで支え合い、助け合う」ことの必要性を改めて理解し、

地域で支え合うことの大切さを今一度確認し、ともに支え合う地域福祉社会の実現を目指

すことが大切であります。

本会といたしましても、役職員が一体となって、明るい地域社会実現のために鋭意努

力してまいりますので、ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

皆様のご多幸を心からご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

小矢部市社会福祉法人連絡会
第３回「フードドライブおやべ」を実施

市内９つの社会福祉法人から成る小矢部市社会

福祉法人連絡会が、昨年12月13日（日）、市総合保

健福祉センターにおいて「フードドライブおやべ」

を実施し、各法人の職員の皆さんから寄付をいた

だいた食品約1,220点を配布しました。

今回は、約70名の方が来場し、思い思いの食品

を持ち帰りました。来場者からは、「すごく助かり

ます。」「毎年、楽しみにしています。」との声が寄

せられました。

連絡会では、今後も「地域における公益的な取り

組み」について考え、安心して暮らせる地域づくり

を目指してまいります。

ご協力いただきました各法人職員の皆さま、

ありがとうございました。

昨年11月20日（金）、石動青葉保育園児の皆

さんが、たくさんの野菜や果物などを持って、

小矢部善意銀行を訪れてくださいました。

秋の豊かな実りを喜び、神様に感謝する

「収穫感謝日礼拝」にお家から野菜や果物を持

ち寄り、礼拝したあと、福祉のためにとご寄付

いただいているものです。あわせて、園児の皆

さんの手作りカードもいただきました。

ご寄付いただいた野菜や果物、手作りカー

ドは、市内の福祉施設へお届けしました。

かわいい来訪者

〜収穫を感謝して〜

2

おじいちゃん、
おばあちゃんへ
届けてください。



「福祉教育サポーター」とは 『福祉教育』とは

昨年12月7日（月）、市総合保健福祉センターにおいて「福祉教育サポーター養成＆

フォローアップ講座」を開催しました。講師に、富山県社会福祉協議会 地域福祉・ボラン

ティア振興課 課長 水井 勤氏をお迎えし、「福祉教育サポー

ターの役割」についてご講義いただきました。

学校・地域・社会福祉協議会が連携し、地域の中での生活

のしづらさを人ごととせず、問題解決に取り組んでいける力

を育んでいけるよう役割を共有し、「地域共生社会の実現」を

目指して行きたいものですね。

昨年11月27日（金）、「令和２年度小矢部市民生委

員・児童委員、高齢福祉推進員、地区社協合同研修

会」をクロスランドおやべ セレナホールにおいて開催

しました。

講師として、金城大学 社会福祉学部 教授　内　慶瑞

氏にお越しいただき「Ｗｉｔｈコロナ＆天災だからこそ〜

小矢部型“ふくし”の方向性」と題してご講演いただ

きました。

民生委員・児童委員、高齢福祉推進員、地区社協関

係者128名が出席し、民生委員制度や小矢部市の地域福

祉活動の歴史等を学びました。また、コロナ禍におけ

る今後の活動のあり方や新しい生活福祉課題についても考えました。

内教授より、支え合いながら安心して暮らせる地域コミュニティをつくっていくために「三

人寄れば文殊の知恵」で、みんなでその地区らしい活動を考え、つくり、つなげていくことが

大切であり、地域福祉は「未来への投資」であることを教えていただきました。

　地域の中で、『福祉教育』の

協力者として、子どもたちの

福祉の学びを支援したり、地

域福祉活動に参加すること

で、地域の生活課題を解決す

るために、みんなで考える機

運を作ったりする役割を担い

ます。

　「幸せに暮らせる社会＝お

互いが助け合って生きること

ができる社会」をつくること

であり、お互いに助け合うこ

との大切さを感じ、地域に暮

らす１人としてできることは

何かを考え、行動するための

力を育むことです。

福祉教育サポーター養成＆フォローアップ講座 を開催しました。

コロナ禍における

　　今後の地域福祉活動について考えました

～令和２年度 小矢部市民生委員・児童委員、高齢福祉推進員、地区社協合同研修会～

【講師】富山県社会福祉協議会　
　　　　地域福祉・ボランティア振興課
　　　　課長　水井　勤氏

【講師】金城大学　社会福祉学部
　　　　教授　内　慶瑞氏　
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昨年11月21日（土）、市総合保健福祉センターにおいて、「ふれあい体験教室」を

開催しました。今回は、臨床美術士の前田 昌子先生を講師にお迎えし、福祉作業所

あけぼの第一の利用者の皆さんとアート作品の作成をとおして交流を深めました。

参加者は、思い思いの色を使いながら、お互いに協力し、それぞれ個性のある素敵

な作品を完成させていました。完成後は、お互いの作品を鑑賞し、前田先生から良い

ポイントをほめていただき、少し照れ臭そうな様子でした。

令和２年度　障害者理解促進研修・啓発事業

ふれあい体験教室
〜障がいのある方とアート作品作成をとおして交流しましょう♪〜

作り方の説明。

上手くできるかな さあ、挑戦！好きな色は・・・

　小矢部市ファミリー・サポート・センターでは、
利用会員・協力会員を随時募集しています。

　【申込み・問合せ】

　小矢部市ファミリー・サポート・センター

（小矢部市社会福祉協議会内）

TEL　６７ー８６１１

≪参加者の声≫

・子どもの視野の狭さに驚きました。大人と

同じ感覚で接してはいけませんね。

・「救命講習」を受講したことはあるけれ

ど、コロナ禍での方法は初めて知りました。

昨年11月24日（火）、市総合保健福祉センターにおいて、小矢部市ファミリー・サポート・

センター研修会を開催しました。

小矢部市こども課 保健師 青山氏より、「子ど

もの世話」についてご講義いただきました。「チャ

イルドビジョン」を使っての子どもの視野体験や、

「誤飲チェッカー」を使ってどれくらいの大きさ

のものが誤飲の危険性があるかを体験しました。

また、小矢部消防署の方による「救命講習」も

行いました。コロナ禍における胸部圧迫の方法や

ＡＥＤの使い方などを教えていただきました。

みんなで鑑賞会♪

個性が溢れる

素敵な作品ができました。
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遊んで学んで脳いきいき!! 脳トレの時間です♪
皆さんの脳の活性化を目指し、「おやべ脳トレクラブ」の皆さんから問題です。

問題
文章を読んでみましょう。

どこから始まって、どう読めば文章になるでしょう？

【ヒント】　部分的なつながりを見つけてみましょう。

　答えは、「ふゆはこたつでのうとれしましょう」です。

　　　　　（冬は、こたつで脳トレしましょう）

〜解答〜　①ひるまのさんぽははやあるきしよう（昼間の散歩は、速歩きしよう）

　　　　　②しんがたころなにかんせんしないようますくてあらいを（新型コロナに感染しないよう、マスク手洗いを）
このようなことで困っていませんか？

〜日常生活自立支援事業のご案内〜

○福祉サービスの利用の仕方がわからない。

○公共料金等の支払いに自信がなくて、誰かに相談したい。

○通帳や印鑑、証書などの大切な書類をよくなくしてしまう。

○市役所などから届く書類をどうしたらいいのかわからない。

高齢者や障がいをお持ちの方、１人で生活していくには

不安のある方が安心して暮らせるよう、生活支援員が定期的

に訪問し、お手伝いします。

お気軽にご相談ください。（相談は、無料です。）

・福祉サービスの利用

に関する情報提供や

相談など

①福祉サービス利用
のためのお手伝い

・毎日の生活に必要な

お金の出し入れ

・公共料金などの支払

い手続きなど

②日常的な金銭管理
のお手伝い

・住民票の届出や印鑑

登録などの行政手続

きなど

③日常生活に必要な
手続きのお手伝い

・預貯金通帳や印鑑、

　年金証書など重要書

類の保管

④大切な通帳や書類等
のお預かり

【問合せ】小矢部市社会福祉協議会　TEL ６７ー８６１１

◇サービスの内容◇

例）で つ た う

の ふ こ よ

う ゆ は し

と れ し ま

① る ひ う よ

ま は は し

の ぽ や き

さ ん あ る

② し ん せ ん か

な ら あ て に

い い を く な

よ う ま す ろ

し ん が た こ

集中力と情報処理
能力を鍛えよう！
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主 な 活 動 内 容

若林地区社会福祉協議会を紹介します

地区社協紹介だより

活動の多くは高齢者福祉に関わっていますが、「住み慣れた地域の中で楽しみや生きがい

のある日常の生活を」をモットーに活動を行っています。中でも「一人暮らし高齢者及び高

齢者の世帯への支援」と「介護予防に資する活発ないきいきサロン活動」が特徴です。地区

全体を対象とするサロンに加え、金屋本江、西中、下中、水牧の地区ごとに行われているミ

ニサロンがあります。令和元年度では、延べ回数が29回、延べ参加人数約770名となりました。

今年度はコロナウイルス感染禍により、中止を余儀なくされた行事も多くありましたが、

『コロナに負けない！！ できることを、できる人が、できるところから』と感染予防に配慮

し、工夫しながら活動を進めてきました。

今後の課題は、保育所の統合で新設されたこども園との交流です。いきいきサロンの園児

との交流で見られた参加者の満面の笑み、餅つき大会の協力等、子どもたちと高齢者を含め

た地域の人たちとが関われる活動や方法について検討が必要です。

花見に行こう！！

● ケアネット要援護者見守り（随時）
●一人暮らし高齢者等福祉招待会
●ふれあいいきいきサロン（５回）
●災害時要援護者一斉安否確認
●大谷小学校児童通学見守り

　（地区老人クラブ連合会と共同）

●住民福祉懇談会
●在宅介護高齢者友愛訪問
●一人暮らし高齢者等歳末ふれあい訪問
●集落ミニサロン（合計24回）
●三世代交流会
●ふくしだより発行（年２回）　　他

一人暮らし等福祉招待会

手作り弁当

1〜47号

ふれあいいきいきサロン

三世代交流歳末ふれあい訪問

在宅高齢者友愛訪問

保育園児交流

ふくし招待会

大谷小学校見守り

ふくしだより

住民福祉懇談会
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ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
交
流
で
き
た
は
ず
な
の
に
、
準
備
に
気
を

取
ら
れ
貴
重
な
交
流
の
場
を
う
ま
く
活
用
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
生

か
せ
る
場
で
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
機
に
、
利
用
さ

れ
る
方
々
と
話
せ
る
機
会
を
見
つ
け
、
さ
ら
に
自
分

の
意
識
に
変
化
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
為
、
施
設
で
の
実
習
が
中

止
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
施
設
や
医
療
に

関
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
、
少
し
で
も
自
分

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。今

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
に
広
が
っ
て

お
り
、
病
院
や
介
護
施
設
、
医
療
関
係
の
仕
事
を
さ

れ
て
い
る
方
々
が
、
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
諦
め
ず
に
患
者
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
向
き

合
っ
て
く
だ
さ
る
姿
を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

私
も
自
分
の
将
来
の
為
、
今
自
分
に
で
き
る
こ
と
、

医
療
に
対
す
る
考
え
を
今
一
度
考
え
直
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

福祉作文を紹介します
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昨年は、新型コロナウイルスの影響で私たちの

生活もすっかり様変わりし、人との交流の制限や

家庭・地域などでの様々な行事の中止など、さび

しい１年でしたね。

今年は丑年。「丑」の字が使われている漢字に

「紐」があります。紐の役割は、結んだり、束ね

たりすること。制限がある中でも、人とのつなが

りを大切にしながら、明るく楽しい年にしたいで

すね。

　「あけましておめでとうございます」新年の

ご挨拶です。皆さん、読めましたか？

　今年も、外出先や家の中で点字を見つけて、

読んでみましょう。興味のある方は、点字を打っ

てみるのも良いかもしれませんね。

◇ ぷち・点字コーナー ◇

8

つ ぶ や き

日　時：令和３年３月１日（月）

　　　　　　　　　14：00〜

場　所：市総合保健福祉センター　３階　大会議室

　　　　　　　（小矢部市鷲島15番地）

講　師：社会福祉法人　富山県社会福祉協議会

　　　　　　　地域福祉・ボランティア振興課　課長　水井　勤 氏

内　容：「コロナ禍におけるボランティアの在り方」について（仮）

ボランティア連絡協議会だより

◇ 令和２年度　小矢部市ボランティア連絡協議会研修会のご案内 ◇

今回の研修会は、「小矢部市ボランティア担当

施設職員連絡会」との合同開催となります。

ボランティア連絡協議会では、加入していた

だけるボランティア団体や個人ボランティアの

方を募集しています。

会員同士の交流や情報交換などをとおして、

「つながり」を作り、ボランティア活動の推進

や発展を目指して活動しています。

一緒にボランティア活動を始めてみません

か？

広げよう♪

ボランティア活動の「輪」

【申込み・問合せ】

　小矢部市ボランティアセンター

　　ＴＥＬ　６７−８６１１

標記研修会を、下記の日程で開催いたします。

ボランティア連絡協議会に加入しませんか?


